
図書ボランティア「ねこの手」の皆さんが図

書室前の掲示板をきれいに飾ってくださいま

した。 

 

 

 

 

 

  

朝読書から１日が始まる 

 東部小の一日のスタートは、朝読書から始まります。 

本に親しむことがねらいですが、心を落ち着かせて一日の学

校生活をスタートするというという徳育面での目的もあります。 

 学校では、読書意欲が向上するように、読み聞かせの時間を

設けたり、「のぎわっ子必読図書」を選定・推奨したりしていま

す。また、年２回読書週間を設けています。6月 4 日～15 日の

読書週間では、読書郵便を出し合ったり図書委員がおすすめの本を紹介したりしました。       

のぎわっ子読書の日 

 今年から、毎週水曜日を「のぎわっ子読書

の日」とし、基本的に読書以外の宿題は課さ

ず、家庭で読書に親しむことができるように

しました。（お子さんの読書へ向かう姿勢はい

かがでしょうか。） 

  このような取組により、今年は、図書室で 

の利用者も増え、１週間で１０００冊以上の  

       貸し出しがあり、４～６ヶ月の３ヶ月間で昨

年度の同時期より、４８４０冊増となっています。 

読書は楽しいと思えるひとときを                      

 読書をすることで、知識や語彙が増える、想

像力・思考力・表現力（文章力）が鍛えられる

といった知的な面や、ストレスを軽減させ情緒

を安定させるという精神面での効果があります

が、読書で培われた感性や価値観は、変化の激

しい時代に、正しい判断や美しい振る舞いをす

る拠り所ともなるそうです。毎週、家でテレビ

を消した静かな空間で、どっぷりと本に浸かり

「読書も楽しいな」と思えるひとときをつくっ

ていくことが、将来良い本と出会う布石となる

ことを願っています。 

平成３０年度 

学校だより 

磐田市立東部小学校 

平成３０年６月２2日 

毎朝、図書室は大盛況（朝の貸し出し） 
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ある学校の通学班での集団登校の話です。４年生の男の子が、服を前後ろに着てきて

しまいました。それを見た６年生の班長が、「服、反対に着てるぞ。幼稚園みたいだな。」

と言って、笑いました。他の友達も、一緒になって笑いました。 

 その日から、４年生の男の子は、６年生から「年長」というあだ名で呼ばれるように

なりました。班の他の友達も、おもしろがって「年長」と呼ぶようになりました。 

 毎日、「年長」と言われて、４年生の男の子は、ある日の朝、学校に行きたくないとい

って玄関で泣きました。 

 次も、ある学校での話です。２年生の女の子が、新しい眼鏡を買ってもらいました。

授業のときだけ掛けるので、休み時間はケースに入れて、机の上に置いておきました。 

トイレから帰ってくると、隣の席の男の子が、勝手に眼鏡を掛けていました。「返して。」

というと、ふざけて逃げようとしました。そのとき、眼鏡が落ちて、別の子に踏まれて

壊れてしまいました。 

この２つの話を聞いて、どう思いましたか。もし嫌なあだなで呼ばれたら、もし大事

なものが壊されたらどんな気持ちになりますか。相手の立場になって考えてみましょう。 

東部小の自慢の１つは、ＫＴＡの「Ｔ（ともだちいっぱい）」です。自分がされて嫌な

ことはしないようにしましょう。クラスでも、通学班でもみんなと仲良くし、「Ｔ」を輝

かせましょう。 

 

 

生徒指導主任 榎本 信行 ６月会礼 

登下校の安全のために  
 

 

６月８日に、１、２年生を対象に、子供体験型 

防犯講座「あぶトレ」を実施しました。「あぶト 

レ」とは、「あぶないときにどうするかを身につけ 

るトレーニング」を略した言葉です。防犯アドバ 

イザー協会の皆さんや安全推進員の方々が、危険 

ゾーンの対処の仕方や捕まえられたときの逃げ方 

などを分かりやすく教えてくださいました。 

 

【校長先生からの手紙】（校長不在により生徒指導主任が代読） 

みなさんが、元気いっぱいに運動場で遊んだり、友達や先生の話をしっ

かり聴いて勉強したりしている様子を見て、うれしく思います。しかし、

一つ残念ことがあります。それは、友達の悪口を言ったり、友達の物を勝

手にさわったりして、友達同士がけんかになったという話を聞きます。そ

こで、みなさんに一つお願いがあります。 

「自分がされていやなことはしない」ということです。 

たとえば、「自分の悪口を言われたらいやですね。たから、悪口はいわない」、

「自分の物を勝手にさわられたらいやですね。たがら、勝手にさわらな

い」という意味です。 

 もう少し、くわしく榎本先生がお話をしてくれます。聴いて下さい。 

 



交通安全リーダーと語る会 

 ６月１１日、交通安全リーダーと語る会

を開きました。警察官、交通指導員、地区

の交通安全会の代表の方にお越しいただき、

６年生が、交通事故を起こさないためにど

んなことに気をつけたらいいかを話し合い

ました。６年生は、集団登校のリーダーと

しての意識を高めることができました。 

 

 

第１回資源回収の収益金  

収益総額 ４２８，２１２円  

（昨年       円）  

＜内訳＞  

資源回収収益金 ３２９，４１２円  

（詳細は、右表を御覧ください。）  

磐田市からの奨励金 ９８，８００円  

 

御協力ありがとうございました。 


